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昨
年
（
平
成
十
七
年
）
の

十
月
、
当
別
町
青
山
に
建
設

予
定
で
あ
る
当
別
ダ
ム
の
建

設
事
業
に
つ
い
て
、
北
海
道

が
行
う
公
共
事
業
評
価
専
門

委
員
会
が
審
議
を
持
ち
越
し

た
こ
ろ
よ
り
、
ダ
ム
建
設
を

巡
り
、
札
幌
市
の
繁
華
街
で

の
建
設
中
止
を
求
め
る
署
名

が
な
さ
れ
、
新
聞
、
報
道
等

も
取
り
扱
う
回
数
が
格
段
と

増
加
し
、
当
別
町
民
の
ダ
ム

建
設
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
。

　

当
別
ダ
ム
建
設
に
反
対
す

る
団
体
は
建
設
休
止
を
求
め

る
要
望
書
、
署
名
を
北
海
道

に
提
出
す
る
。

　

同
じ
時
期
、
当
別
町
に
お

い
て
は
上
記
写
真
に
も
あ
る

よ
う
に
千
百
人
を
集
め
た
当

別
ダ
ム
早
期
完
成
を
求
め
る

緊
急
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
慌
た
だ
し
い
動

き
の
な
か
北
海
道
の
公
共
事

業
評
価
専
門
委
員
会
は
当
別

ダ
ム
の
建
設
継
続
を
条
件
付

き
で
了
承
し
、
本
委
員
会
報

告
を
受
け
た
知
事
は
地
元
町

民
の
こ
う
し
た
大
会
・
要
望

を
重
く
受
け
止
め
、
十
二
月

十
六
日
に
正
式
に
当
別
ダ
ム

建
設
に
つ
い
て
事
業
継
続
を

了
承
す
る
と
表
明
し
た
。

　

当
別
町
で
は
、
昭
和
三
十

年
代
の
半
ば
こ
ろ
よ
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
の
約
半
世
紀

で
主
な
洪
水
災
害
だ
け
で

も
、
約
三
十
件
発
生
し
て
お

り
、
当
別
町
が
治
水
に
ど
れ

ほ
ど
悩
み
尽
力
し
て
き
た
か

本
町
、
町
民
は
そ
の
苦
労
を

理
解
し
て
い
る
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、

そ
の
重
要
性
か
ら
五
十
年
代

の
初
め
こ
ろ
よ
り
、
議
会
で

の
議
論
が
な
さ
れ
、
ダ
ム
と

い
う
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
た
め
、
昭
和
五
十
四
年

十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、

堀
梅
治
委
員
長
他
十
名
で
、

当
別
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、審
議
を
重
ね
、

国
・
道
な
ど
に
要
望
し
平
成

三
年
十
二
月
に
十
二
年
六
ヶ

月
と
い
う
長
期
の
努
力
の
結

最
近
の
ダ
ム
関
連
の
う
ご
き

議
会
も
働
き
か
け
る　
!!
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こ
う
し
て
、
平
成
四
年
に

ダ
ム
工
事
着
工
に
至
り
、
測

量
等
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、平
成
十
三
年
に
、

全
体
水
道
用
水
量
減
量
に
伴

い
、
平
成
十
七
年
に
は
全
体

水
道
用
水
量
減
量
と
ダ
ム
の

形
式
変
更
に
よ
り
、
当
別
ダ

ム
建
設
事
業
は
、
そ
の
度
に

計
画
変
更
を
実
施
し
、
完
成

年
度
は
十
八
年
か
ら
二
十
四

年
に
先
送
り
に
な
り
、
ダ
ム

の
規
模
縮
小
も
決
定
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
当
別
町
議
会

は
町
民
が
早
期
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
（
洪
水
災
害
、
農

業
用
水
確
保
、
飲
料
水
の
確

保
）
よ
う
に
、
平
成
十
三
年

の
三
月
議
会
で
は
�
谷
議
員

よ
り
当
別
ダ
ム
の
早
期
建
設

に
つ
い
て
緊
急
動
議
が
出
さ

れ
、
日
程
を
追
加
し
十
分
に

審
議
し
た
結
果
、
全
会
一
致

で
、
当
別
ダ
ム
の
早
期
建
設

は
決
議
さ
れ
、
町
と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
堀
知
事
他
関

係
機
関
に
当
別
ダ
ム
早
期
完

成
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
個
々
に
国
、

北
海
道
、
石
狩
西
部
広
域
水

道
企
業
団
が
各
団
体
間
で
の

み
、
事
業
の
年
度
毎
、
進
捗

状
況
、
内
容
な
ど
と
随
時
、

全
体
計
画
の
内
容
な
ど
を
協

議
し
て
い
た
の
を
、
合
同
で

「
連
携
協
議
の
場
」
を
設
け
、

精
査
、
検
証
を
し
な
が
ら
取

り
進
め
ら
れ
る
。

今
後
、
ダ
ム
事
業
の推進

に
つ
い
て

治
水
の
必
要
性

　

当
別
町
を
流
れ
る
河
川
は
、

国
、
道
管
理
の
石
狩
川
、
当

別
川
と
町
管
理
の
支
流
を
併

せ
百
四
十
八
に
も
な
り
、
河

川
は
網
の
目
で
、
流
下
能
力

が
低
い
た
め
、大
雨
の
た
び
、

洪
水
被
害
に
遭
っ
て
き
た
。

　

現
在
も
台
風
、
集
中
豪
雨

で
、中
小
規
模
氾
濫
が
お
き
、

農
作
物
被
害
が
発
生
す
る
。

　

台
風
、
集
中
豪
雨
対

策
に
は
抜
本
的
恒
久
対

策
と
し
て
水
量
調
整
に

重
大
な
役
割
を
果
た
す

ダ
ム
が
最
良
で
あ
る
。

　

中
止
に
な
る
と
大
規
模
集

中
豪
雨
時
に
は
水
量
調
整
で

き
ず
に
災
害
が
拡
大
化
す
る
。

水
道
用
水
の
必
要
性

　

本
町
の
水
道
水
は
当
別
町

の
中
心
街
に
ほ
ど
近
い
元
町

の
浄
水
場
か
ら
取
水
し
、
町

内
の
家
庭
に
送
水
し
て
い
る
。

　

現
在
、
当
別
川
か
ら
取
水

し
て
い
る
の
は
、
平
均
排
出

量
約
六
千
三
百
ト
ン
で
、
こ

の
う
ち
、
水
利
権
と
い
う
許

可
を
得
て
い
る
水
量
は
千
五

百
八
十
四
ト
ン
で
あ
る
。

　

不
足
水
量
に
つ
い
て
は
、

当
別
ダ
ム
が
完
成
す
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
暫
定
豊
水
水

利
権
が
六
千
三
百
三
十
六
ト

ン
と
千
五
百
八
十
四
ト
ン
の

併
せ
て
七
千
九
百
二
十
ト
ン

と
い
う
な
か
で
水
道
事
業
を

不
安
定
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。

　

中
止
に
な
る
と
安
定
数
量

の
水
が
確
保
で
き
な
く
な
り
、

川
に
水
が
あ
っ
て
も
国
、
道

の
許
可
な
し
に
は
水
が
利
用

で
き
ず
、
水
が
欲
し
く
て
も

他
人
の
水
が
自
宅
敷
地
を
流

れ
て
い
る
状
態
で
、
町
民
は

見
て
る
だ
け
と
な
る
。

か
ん
が
い
用
水
の
必
要
性

　

当
別
町
の
農
業
は
、
従
来

よ
り
水
不
足
の
状
態
が
昭
和

三
十
年
代
に
世
界
銀
行
か
ら

の
融
資
に
よ
り
青
山
ダ
ム
が

完
成
し
、
そ
の
後
、
篠
津
地

域
開
発
事
業
に
よ
り
多
数
の

施
設
が
造
成
さ
れ
、
約
四
十

年
経
過
し
て
、
平
成
七
年
に

な
り
、
老
朽
化
、
技
術
革
新

等
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
農
業

を
実
践
す
る
た
め
、
国
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
当
別
地
区

が
着
手
さ
れ
た
。

　

近
代
化
農
業
に
対
応
す
べ

く
、
代
掻
期
の
短
縮
、
深
水

用
水
な
ど
近
年
営
農
技
術
に

対
応
す
る
用
水
に
す
る
と
、

複
雑
な
用
水
系
統
の
監
視
な

ど
経
費
が
削
減
で
き
る
し
、

な
に
よ
り
当
別
町
の
農
業
事

業
は
当
別
ダ
ム
が
で
き
る
も

の
と
信
じ
た
農
業
者
の
方
々

が
同
意
し
て
い
る
。
実
際
に

用
水
、
排
水
系
統
、
面
整
備

に
い
た
っ
て
も
ダ
ム
を
前
提

と
し
て
い
る
の
で
、
中
止
に

な
る
と
、
水
が
農
家
に
ス
ム

ー
ズ
に
配
水
さ
れ
る
か
と
い

う
疑
問
も
生
じ
る
。

ダ
ム
以
外
で
は

　

例
え
ば
、
遊
水
池
は
「
平

野
部
に
お
い

て
、
洪
水
の

一
部
を
貯
留

し
て
下
流
の

ピ
ー
ク
量
を

低
減
さ
れ
る
た
め
の
も
の
」

だ
が
、
町
に
は
、
広
大
な
平

野
部
が
な
く
大
規
模
採
掘
も

考
え
る
と
採
掘
費
だ
け
で
、

千
四
百
億
と
な
り
、
ダ
ム
予

算
の
約
二
倍
と
な
る
。

　

当
別
ダ
ム
は
国
、
道
、
石

狩
西
部
広
域
水
道
企
業
団
、

町
な
ど
の
団
体
が
出
し
た
現

段
階
の
最
善
策
で
あ
る
。

当
別
町
議
会
の
経
緯
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果
、
当
別
ダ
ム
建
設
着
工
予

算
が
大
蔵
内
示
を
受
け
た
。
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北北海海道道議議会会議議員員
内内 海海 英英 徳徳 氏氏

当当別別町町議議会会議議長長
竹竹 田田 和和 雄雄 氏氏

※
当
別
ダ
ム
建
設
事
業
の

評
価
に
つ
い
て
は
北
海
道

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
組

織
別
メ
ニ
ュ
ー⇒

総
務
部

⇒

行
政
改
革
室
行
政
改
革

課⇒

政
策
評
価⇒

当
別
ダ

ム
建
設
事
業
に
係
る
「
知

事
が
行
う
政
策
評
価
」
で

調
べ
ら
れ
確
認
で
き
ま
す
。
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な
ぜ
、
必
要
な
の
？

中
止
な
ら
ど
う
な
る
の
？


